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	応用
	抗原情報
	背景
	ETV4：etsバリアント遺伝子4（E1Aエンハンサー結合タンパク質、E1AF）、別名PEA3。Ets遺伝子ファミリーのいくつかのメンバーは、配列特異的なDNA結合タンパク質をコードすることが知られています。これらには、マウスPU.1、マウスおよびヒトEts-1、ショウジョウバエE74、ニワトリおよびヒトEts-2、ラットGABP-aが含まれます。これらのタンパク質はそれぞれ、DNAの中心に位置する5'-GGAA-3'要素を共有する類似のモチーフを認識します。例えば、PEA3はモチーフ5'-AGGAAG-3'（PEA-3モチーフ）に結合しますが、PU.1が認識する配列5'-AGGAAC-3'には結合しません。ただし、PU.1は両方の配列に同様に結合します。すべてのEtsタンパク質は同じ中心コア配列を認識しますが、各タンパク質はこのコアを挟む独自の配列と相互作用するようです。 PEA3は、上皮細胞および線維芽細胞由来の細胞では容易に検出可能なレベルで発現していますが、造血細胞では発現していません。これは、Ets遺伝子ファミリーの他のメンバー（Ets-1、Ets-2、Fli-1など）が主に造血細胞由来の細胞で発現しているのとは対照的です。
	研究分野
	-
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	ETV4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	ETV4 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した NIH3T3 細胞のフローサイトメトリー分析。

